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Thez▼empleqプ ル1ツFamiliar
にお ける 「色」
太 田 瑞 穂
1
ア リス ・ウォーカー(AliceWalker,1944-)は、詩 集、 エ ッセイ集を含
めて これ まで14の 作品を発表 して いるが、その うちの2つ の作品の タイ ト
ル に色 が使 われ て い る。TheColorPurple(1982)では、 「紫色 」("the
colorpurple")は、人 間の可能 性あ るいは 他者や 自然 を愛す る ことを意 味
して いる。1)また、HerBlueBo暖yEverythingWeKnow(1991)とい う
詩集 では、「青」 は、 母 性 の イメ ー ジで描 か れて い る地 球 の色 を指 して い
る。2)このよ うに、「紫 」や 「青」 といった 「色」 は、 比 喩 的 に使 わ れて お
り、作 品のテ ーマ と深 く関わ ってい る。TheTempleofMyFamiliar(1989)
において も、「色」 は この小説 の中心的なモチー フと密接 なっながりがある。
本論 で は、 どのよ うな場面 で 「色」 が存在す るのか、 あ るい は存在 しないの
か、 そ して 「色」 の出現を抑制す る もの は何 かを考察 しつつ、 この作 品にお
ける 「色」 の意味 を明 らか に して いきたい。
TheTempleofMyFamiliarの主人公 リシー(Lissie)は、太古 か ら現
代 までさまざまに化身 を繰 り返す。 リシーとは 「何で も覚 えて い る人」3)と
い う意味 であ り、 かつ てア フ リカか ら奴隷船 に乗せ られた こと も、 白人女性
や白人男性 であ った ことも、 そ して ライオ ンであ った こと も記憶 して いる。
リシーの 「記憶」 の 「語 り」 が この小説 の中心 をなす。 リシーの 「語 り」は、
アフ リカの弾 圧や黒人 の迫 害の歴史を これ まで とは別 の視点 か ら明 らかにす
るとともに、 男性 と女 性、 白人 と黒人、人間 と動植物 に対 す る既成概念 を打
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ち破 り、新 しい見方を浮かび上がらせる。こうしたさまざまな問題を 「色」
という観点から分析 していく。
II
この小説 にはさまざまな色が溢 れているが、最 も重要な色 の一 っ が 「青」
であ る。 リシーは夫ハ ル(Hal)に夢で見 た 「神殿 」("temple")は四 角 い
部屋 か ら成 り、 ピラミッ ドのよ うな形 を して いて、珊 瑚色 の壁 には 「トルコ
ブルー」("turquoise")や「濃紺」("deepblue")で絵が描か れている と説
明す る。 また、彼女の 「フ ァミリア」("familiar")(118)は、 羽が あ るの
で鳥 のよ うで もあ り、泳げ るので魚 のよ うで もあ り、 さらに爬 虫類のよ うで
もあ り、全体 の色 は主 と して 「青」("blue")(119)であると語 る。
と ころで 「ファミリア」 は、「仲間」("companions")、「友達」("friends")
(356)とほぼ同 じ意味で使 われて いるよ うで あ る。 さ らに、 「フ ァ ミリア」
は、 それを持つ人 の 「本質 」("essence")(126)を象徴す る ものであ り、 時
代 によ っては女性 だけが持っ ことがで きるとされてい る。一般 に 「ファ ミリ
ア」 は、 中世 にお いて魔女 が 自分の意思 を伝達 す るのに使 った小動物 であり、
魔女 の精神 を体現 し、 しば しば魔女 の ダブルであ ると考 え られてい た。4)こ
の作品 には、後 に、オ ウム、 ヘ ビ、 フクロウ、 カメ、 ライオ ンな どが人 々の
「ファ ミリア」 として登場す る。 ウォーカーは、「ファ ミリア」 を人 間の、特
に女性 の内面す なわち精神 を象徴 す るもの として用 いてい る。
テクス トに最初 に現 れた 「ファ ミリア」 の色 も、「神殿」 の色 も主 と して
「青」 であ ったが、 この色 には特別 な力が備わ って いる。TheColorPurple
のセ リー(Celie)によれば、 「青」 は、 「エネルギ ー」("energy")を発 し、
「パ ワー」("power")を放 っ もの であ る。 この 「青 」 を身 にっ け る人 は、
「にわか に自身が っき、強 くなって、 それ まで にな く存在感 が で き、 強 烈 に
な る」(145)とい う。実 際セ リーの娘 オ リヴィア(Olivia)は、 セ リーが
「パ ワー ・ブルー」("PowerBlue")(147)と名付 けた生 地 で作 った パ ンッ
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スーッを着 ると活力 が全身 にみな ぎるのを感 じた と述べ る。
「青」 は、黒人女性 に限 らず、白人女性に も特別な意味を もっている。ウォー
カーは、 これまでの どの作 品よ りも、 白人女性 と黒人女性 との関 わ りを描 く
ことに力を注いでい る。 また、 白人女性 の過去 の物語 は、興 味深 い視点 を提
示 して くれ る。 金髪 の巻 き毛 を もっ メ ア リー ・ア ン ・ハ ー ヴ ァー ス トック
(MaryAnnHaverstock)は、 アメ リカの 資産家 の娘 で、 かっ て過激 派 に
加わ り、 ラテ ン ・アメ リカの ジャ ングルの学校 か らゼデ(Zede)とカーロッ
タ(Carlotta)を救 い出す。莫大な遺産 を相続 してお金 に溺 れそ うにな った
自分 に嫌気が さ し、名前 をメア リー ・1ジェー ン ・ブ ライデ ン(MaryJane
Briden)と変 え る。 自分 の過去 を知 るため に 「ザ ・カ ミング ・エイ ジ」
("TheComingAge")という名の船を仕立 て、 ロ ン ドンに向か う。 そ の船
の帆 に、彼女 の精神 を表す ものと して、「トルコ ブルー」 のヘ ビを刺繍す る。
「トルコブルー」を選ん だのは、 その色は 「体 と精神を洗 い清め る色 で、記
憶 をは っき りさせ、病気 を治す強 い力を持 って いる」(207)からであ る。 今
までの自己と決別 し、過去 の糸 をたぐ り寄 せて、新 しい自分 を見 いだそ うと
い う意志が、「トル コブル ー」 とい う色 に投 影 され て い る。 また、 ヘ ビは、
メア リー ・ジェー ンの 「ファ ミリア」であ ると考え られ る。 ロ ンドンで大叔
母 の叔母 にあた るエ レア ン ドラ ・バーナム ・ピーコック(EleandraBurnham
Peacock)・の 日記 を読 んで触発 され、彼女 はオ リンカに美術学校を創設 する。
三十年 にわた りア フリカの文化 の向上 に貢献 したメア リー ・ジェー ンは、髪
の毛 を 「りんど う色 の青」("gentianblue")(346)に染 め る。 この 「青」
は、 ア フ リカの子供 たちに夢 と希望 を与え るとい う役割 を果 たす ことになっ
た メア リー ・ジェー ンの 「パ ワー」 そ して人間 的な成長 を表 して いると言 え
るであ ろう。
皿
テクス トにお いて、 どのような場合 に 「色」 は存 在 しない ので あろ うか。
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「色」が存 在す る場合 と対比 しっっ考 察 して い く。 まず、 現 代社 会 や都市 に
おける 「色」 を例 に とりあげる。 カー ロッタの母 ゼデは、 オウムや クジ ャク
の羽 を使 って美 しい衣装 を作 り、 それを売 って生計 をたて る。 彼女 は、最近
の鳥 の羽 は質 が落ち、 完全 に色 づ く前 にむ しり取 られ ているか ら、 「昔 の よ
うな溢 れるばか りの豊 かな色合 いが出せ な くな った」(4)と嘆 く。 っ ま り、
現代 において は、 昔のよ うな鮮 やかで 「豊 かな色合い」("thefullrichness")
が失 われて しまってい るのである。都市 も、 同 じ状況 にある。都市の通 りは、
「お よそ文化 的で はな く、 最 も色 が な い」("thecity'sleastcolorfulor
culturedstreets")(10)と描写 され る。 また、 都市 は、 「灰色 」("grey")
で、 「曇 って いる」("foggy")(6)と形容 されてお り、色彩を感 じさせない。
これに対 して、 エスニ ック ・グループの一つ であるモ ン語族 は、赤ん坊 の着
物にいた るまで色彩豊 かで美 しい ものを作 り上 げる発達 した文化を もって い
る。 赤ん坊 は、鏡、鈴 、貝殻 や ビーズなどの飾 りのつ いた 「色 と りど りの」
("multicolored")(10)衣服 をま とっている。
次 に、 男性 と 「色」 の関係 を検討 してい く。 スウェロ(Suwelo)は、は っ
きりとした色 よ りも 「白」 を好 む と主張 す る。
彼は白い壁のほうが好 きだった。(中 略)強 い色は人の注意を引こうと
し、何 らかの反応を引き出そうとするので圧迫感を受ける。白一色に囲
まれていると、自分自身や、家具調度類、芸術の色に注意を向けること
ができる。(175)
スウェロは、 「白」 に囲 まれて いると落 ち着 き、心の内側 へ と意 識 を向 か わ
せ ることがで きる。 また、 「白」 を好 むとい うことは、 人 の注意 を引 きた く
な い、 目立 ちた くな いとい う消極 的な姿勢 を表 している。 そ して、 この時点
で は、 スウェロは自分の過 去 にっいて語 ることがで きず、 自分 が何者 である
かが理解 で きな いという状態 にあ る。 いわば、 アイデ ンテ ィテ ィ喪失が 「白」
で表 されて いるので ある。 また、「白」 は まわ りの ものを浮 か び上 が らせ、
それ 自身 は背景へ と退 く。 「白」 は背景 と して 「芸 術」("art")を際 立 た
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せる役割を果たしている。言い換えれば、「白」 の担 い手 としての男性 は、
「芸術」を創造する主体ではなく、それを鑑賞する客体 にすぎないというこ
とである。
男性の立場 とは逆に、女性は、色彩豊かな 「芸術」を生み出す者として位
置づけることができる。女性は、 さまざまな色を用いて絵を描き、この絵を
描 くという 「芸術」を通 して自らのアイデンティティを主張する。ファニー
(Fanny)の父親オーラ(Ola)は、伝統的に、 オ リンカの女性たちが家の
壁 に 「鮮やかな」("vivid")(162)色で絵を描いてきたと説明する。ファニー
の腹違 いの妹 ンジンガ(Nzingha)の母親も、オリンカの伝統 に忠実に、 大
胆な色彩で幾何学的な模様を壁に描 く。さらに、彼女はキリンを壁中に描く。
キ リンは彼女の 「ファミリア」 ともいうべきものである。彼女は毎年乾期の
頃にキ リンの色を塗り直すのであるが、娘 と夫が彼女のもとを去 ったあと、
色を塗 るのをやめてしまう。色褪せて、幽霊のようにぼやけたキ リンは、彼
女の深 い悲 しみ、絶望を表 している。
このように、オリンカの女性たちが壁に色を塗 り、絵を描 くという行為は、
自分たちの存在を示すためであったが、なぜこれほどまでにこの行為 にこだ
わったのであろうか。オ リンカの独立のために、女性たちは男性 と力を合わ
せて戦 ってきたが、ひとたび新 しい政府が樹立 されると、女性たちの活躍は
忘れ去 られて しまう。公民権運動に参加 したアメリカの黒人女性 も同じ状況
におかれている。ほとんどの男性 は 「女のいるべき場所は家庭、女のとるべ
き姿勢 は仰向け」(29)と望んでいるとスウェロは打ち明ける。 こうした子
孫を殖やすという役割のみをあてがわれた女性 は怒 り、屈辱を感 じる。歴史
の外におかれた女性たちは、 自らの生の証をたてるために、全精力を傾けて、
自分たちの 「色」を塗ろうとするのである。スウェロは 「人 の注意を引 く」
ことを嫌っていたが、これとは逆にウォーカーは、記憶のかなたに葬 り去 ら
れている女性たちの歴史を掘 り起 こし、女性 と鮮やかな 「色」 を結びっけ、
人々に気付かれることを強く望んでいるように思われる。
ウォーカーは、さらに、女性が身にっける 「色」に特別な意味合いを与え
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ている。 ゼデは、 その昔地 球を作 り出 したのは女神 であ り、 また女性 には超
自然の力が備 わ っていて、 それを示 すために さまざまな色 の羽、貝、石 や草
花で身を飾 った と語 る。 っま り女性 の衣 装や装飾 品が もっ豊 かな色彩 は、女
性の 「超 自然性」("supernaturalness")(49)を象徴 してい る。 また、昔 は、
女性のみが司祭にな ることがで き、 司祭 は色鮮 やかな豪華 な衣装 をま とって
いた という。 神聖 な者 だ けに 「色」 が許 され るのである。
さて、 「色」 の有無 を問題 にす れば、 白人 と黒人 の皮膚 の色 が どの よ うに
描かれてい るかを考察 す る必要 があ ろう。 スウェロの 「白」 は 「無色」 に近
か ったが、 白人の 「白」 にっ いて も似 た ような ことが言 える。例 えば、 オ リ
ンカの人々 は、 白人 は 「未熟な」("immature")(159)外見 を して い る と
みな し、成 長 した胎児 の ようであ ると述 べ る。 また、 リシー は、 かつてア フ
リカの黒人 社会で白い肌 を もった男の子 と して生 まれた ことがあった と語 る。
初めて 自分の姿を泉に映 した とき、肌の色が、母、姉妹、友達の誰 とも異な っ
て いることを発見 して驚 きの声を あげ る。
そ して私がいた。幽霊。ただ、当時は幽霊というものの存在を知 らなかっ
たから比べることもできなかったがね。た しかに私には皮膚がないよう
に見えた。(中略)私 はただどこかに身を隠 したいという思いしかなかっ
た。縮れてはいるけれども、薄い黄色の髪の毛、 これは夏の終わりのわ
らの色だ。そして小石のような目。そして全 く色のない肌。(360)
「白」 はリシーにとっては 「全 く色のない」状態を意味する。 このような肌
を もつ リシーは、「幽霊」のように実体がなく、「皮膚がない」かのように透
明でとらえどころがない。自分の存在が否定されているように感 じているの
で 「色」がないのである。自分の肌の色が周囲の人々とは違 うことを認識 し
た リシーは、悲 しみ、深 く傷つ く。彼女は母のもとを離れる決心を し、孤独
に暮 らす。 このエピソー ドは、白人中心主義の社会で、黒い肌を もって生ま
れたがゆえに人種差別に苦 しむという、アメリカの社会における黒人の状況
の裏返 しであると言えよう。現実の社会での白人と黒人の立場を逆転させる
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ことによって、マイノリティーのグループが受ける人種的偏見の不当性が浮
き彫 りにされる。
このように 「白」 は、「無色」で 「透明」 で 「実体がない」 ものであ り、
否定的な意味をもっている。 これとは対照的に、「黒」は肯定的なイメージ
で描かれている。 ファニーはスウェロに、昔々、黒人は太陽を女神 として崇
め、太陽か らも愛 されており、 こうした黒人 と太陽の親密な関係を妬む白人
は、やがて黒 という色を呪うようになったのだと語る。「黒は太陽が愛する
色である」(319)という考え方には、「黒」に肯定的な意味を見いだそうとす
る新 しい視点がうかがえる。これは、明らかに、「黒は邪悪で悪魔の色であ
る」5)とする伝統的な概念に挑戦するものであろう。
IV
「色」の出現を阻もうとする要因は大きく分けて二つある。一っは、白人
男性や白人女性、あるいは黒人男性という外的要因であり、 もう一つは、自
分自身による抑圧 という内的要因である。 これらの要因を具体的に検討 して
いくとともに、「色」そのものが何を表 しているのか、また、「色」が剥奪さ
れるというのは何を意味 しているのかを考察 していく。
黒人から 「色」を取 り上げようとするのは、白人である。白人は黒人が自
分たちの家に色を塗ることを阻 もうとする。白人が黒人に生活に必要な最低
限の給料 しか支払わない理由の一っは、黒人が余分なお金を持 っていれば家
を塗るペンキを買うか もしれないと恐れたからであるという。「白人は私た
ちがどんなに色が好きで、また色が似合うかを、 よく知 っていたから」(298)
とファニーは述べる。 これは、 もちろん、白人がほんの少 しの給料 しか払わ
ない本当の理由ではないかもしれない。 しか しながら、笑いを誘 うような理
由を自分たちで考え出す ことによって、現実での生活の困窮がいくらかでも
耐えやすいものになるのである。白人の経済的な抑圧 によって、黒人は 「色」
が奪われている。ところが、実際には、彼 らは青粉と白い泥を混ぜたもので、
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暖炉を 「目 もさめるよ うな青」("brilliantblue")(298)に塗 って い るの
である。 どんな に貧 し くて も心 は豊 かであ るということを暖炉 の 「青 」 は物
語 っている。 白人 に支配 され、抑圧 されて はいて も、精 神は 自由であ るとい
う彼 らの誇 りを示すかの ように、燦 然 と 「青」が輝 いて いる。
リシーはかつて 白人 の女性であ った こともあると重い 口を開いて夫 ハ ルに
語 りだす。奴 隷 と して連れて来 られた黒 人女 性 が身 にっ けて いた 「金」 や
「銀」 の装身具 の美 しさに引かれ、 リシーはそれ らを 自分 の もの にす る。 そ
れ らの装身 具 は 「粗野 ではあるけれ ど も豪華 」("savagelygorgeous")で
「魔女がっ くった」("witchcraft")(354)ものであるか のようで あった とリ
シーは語 る。彼女 は、 これ らの装身具 に対 してその美 しさに魅せ られ る と同
時 に、「粗野」 や 「魔女がつ くった」 とい う言 葉か ら うかが われ るよ うに、
軽蔑の念 も抱 いている。 これ らの言葉 は、 白人 が生 み出す ことので きない も
のを持 って い る黒人 への嫉妬 の裏返 しである とい うこともで きよ う。 リシー
が 白い腕や首 にっ けた光 り輝 くものは、「彼 ら自身や子孫 が二度 と 目にす る
ことのできない、彼 らの歴史 であ り、芸術 であ り、文化 なのだ」(354)と彼
女 は気づ く。 すなわち、「金」や 「銀」 の装身具 は、黒人 の 「歴史」、「文化」、
「芸術」 その ものを表 している。 「金」、「銀」 の装身具 を取 り上 げる ことは、
彼 らの 「色」 を奪 うことで あり、 それ は、 黒人の 「歴史 」、「文化 」、 「芸術 」
まで も剥奪 す ることで ある。 白人女性 は黒人か ら 「色」 を奪 うことに飽 き足
らず、 それを所有 しよ うとす る。 これ は、黒人 の 「色」 に対 す る白人の憧れ
のあ らわれで ある。 白人 は、 と りわ け 「金」 に強 く引かれ る。 「白人 が金 を
崇めたの は、 それ が白人が失 った太陽 の代わ りで あったか らだ」(354)とリ
シーは説明す る。
白人男性、 白人女性 のみな らず、黒人男性 が黒人女性か ら 「色」 を奪 うこ
とが ある。 リシー はか つてア フ リカに住ん でいた時、奴隷 と して売 られ た経
験を記憶 して いる。 リシーは 自分 た ちの部 族 に 「固有 の」("distinctive")
色で ある黄色 と赤 と白で織 られた 「色彩 に富 んだ」("colorfu1")布を腰 に
まと う。伯父 の手 によ って奴隷商人 に売 り飛 ば され る際、 この腰布 は取 り上
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げられ、代わ りに 「染め られていない」("plain")(62)布が渡 される。
「黄」、「赤」、「白」といった自分たちのアイデンティティを表す 「色」 が男
性や白人によって奪われ、「色」のない状態へ と追いやられて しまう。染色
し、布を織ることは女たちに許された唯一の自己表現の手段である。 「光 り
輝 く」("resplendent")(47)布が土に塗れた貧 しい者の手 によって、魔法
のように生み出されることを誇 りに思う女たちは、布を織るという行為を神
聖化 し、そこから限 りない充足感を得る。色鮮やかな布を織 り、身にっける
ことによって、女たちは日々の過酷な労働の苦 しみを乗 り越え、生 きる希望
を見いだす。 さらに部族に 「固有の」色で布を織 ることが、祖母か ら母へ、
母から娘へと受け継がれる限り、その部族は存在 し続け、かっ織 り手自身 も
布を織 るという 「芸術」("art")を通 して、 自己を解放 し、 自分の存在を
確認することができる。
白人社会、男性社会 という外的要因によって 「色」の出現が抑制 されてい
たわけであるが、 自分 自身 による抑圧 という内的要因が関与 していることも
ある。、 リシーは死の直前 に、 さまざまに化身 してきた姿を何枚もの絵に残
す。 リシーが最後に描いた木 にぶ らさが った白い男の絵 を見て夫ハルが、
「それに色を塗 るのを忘れたようだな」と言 うと、彼女 は、「いいえ、それが
その男の色なの」(414)と答える。 リシーは、白人の男であったことを故意
に自分の記憶か ら抜き取っていたために、一連の肖像画の中にその姿を描 く
ことができなかった。 「ファミリア」を殺すという男性や白人がもっている
のと同じ残虐性が自分の中にもあることを認めてはじめて 「白」が出現する。
「白」は 「無色」でも 「透明」でもなく、「残虐性」という人間の特性を表
している。人間は常に被抑圧者であるのではなく、抑圧者にもなりうるので
ある。人 にも自分にも隠していた 「空白」部分に 「白」を塗ることは、無意
識に抑圧 していた 「負」の自己を解放することである。
90 TheTempleofMyFamiliarにお け る 「色 」
v
リシーが残 した最後 の絵 の 「生命 の木」("thetreeoflife")(415)には、
黒人、 白人、男性、女性、 さらに、 ヘ ビや ライオ ンも含 めたあ らゆ る生物 が
描 かれている。 ヘ ビや ライオ ンは女 たちの精神 を体現す る 「ファ ミリア」 で
あ るが、 「フ ァミリア」 には 「親 しい人」、 「仲間」、「友人」 とい う意 味 もあ
るので、肌 の色 や性別 の異 な る人 間 も、 そ して動物 もすべ て 「フ ァ ミリア」
であ る。聖書 をパ ロデ ィー化 した 「シ ャグ(Shug)に よる福音 書」("The
GospelAccordingtoShug")(287)には、「動物 や植物 の あ らゆ る色 を愛
す るの と同 じよ うに、すべ ての人 間のあ らゆ る肌 の色 を愛す る ものは救 われ
る」(289)とい う一節が ある。人 間、動物、植物 にはそれ ぞれ 「色」があ り、
ウ ォーカーは、 それ らすべ ての 「色」 が認め られることを望んでいる。 ウォー
カーの理想 を象徴 しているのが さまざまな 「色」 で塗 られ た リシーの 「生命
の木」 であろ う。 これが まさにTheTemple()fMyFamiliarすなわ ち、
人間、動物、植物 が調和 の とれた状況 にあ る世界 を表 して いる と言 えるであ
ろ う。
最後 に、 ウ ォーカーの創作姿勢 や作 品世界 と 「色」 との関係 につ いて触れ
てお く。 アメ リカの歴史 を教 えてい るス ウェロは、 白人 の歴史 を教 え、 その
説明 の中 に黒人 の歴史 を潜 り込 ませ ると言 う。 このよ うなや り方 は、 「元 の
図案 か ら省略 され ていた部分 や色 をすべて編 み込んで い く」(179)ような も
ので ある と説 明す る。 この言葉 には、 ウォーカーの創作姿勢が凝縮 されてい
るよ うに思 われる。 ウ ォーカーは、歴史 か ら 「省略 されていた」("omitted")
黒人 の、特 に黒人女性 の歴史す なわち 「色」 をその作品世界 に描 きだそ うと
している。 そ して、TheTemple(ゾ1吻Familiarを含 めた4っ の小 説 は、
それ ぞれ特定 の 「色」 を帯 びている と同時 に、織 り合 わさ って豊か な色合 い
の織物 をっ くる。基調 となる色 は 「黒」、「黒」 と 「白」 のモノ トー ン、「紫」
へ と変化 し、TheTemple(>fMyFamiliarにお いて は 「青 」 が中心 とな
り、色が溘れ ている。 このよ うに欠 けている 「色」を作品 ごとに少 しずっ補 っ
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ていく手法は、黒人であり、女性であるウォーカーが作家として目指す姿勢
を反映 していると言えるであろう。
注
本稿は、第31回日本アメリカ文学会全国大会(1992年10月17日、於成蹊大学)に お
ける発表原稿に加筆修正 したものである。
1)「 紫 色 」 の 解 釈 は、 批 評 家 に よ って 幾 分 異 な る。BarbaraChristianによ れ ば、
そ れ は 「自然 の本 質 で あ る感 覚 的な精神 性 」を表 して い る。(BarbaraChristian,
"NoMoreBuriedLives
,"BlachFeministCriticismCNewYork:Per-
gamonPress,1985],p.190.)また、GloriaSteinemは、 「人 間 の 可 能 性
と い う奇 跡 」 を象 徴 して い る と考 え る。(GloriaSteinem,"DoYouKnow
ThisWoman?SheKnowsYou:AProfileofAliceWalker,"Ms.June
1982:90.)
2)AliceWalker,"WeHaveaBeautifulMother,"HerBlueBodyEvery-
thingWeKnow(NewYork:HarcourtBraceJovanovich,1991),pp.
459-60.この詩 は、"Herbluebody/everything/weknow."とい う一 節 を
含 ん で い る。
3)AliceWalker,TheTempleofMyFamiliar(NewYork:Harcourt
BraceJovanovich,1989),p.52.以下 こ の作 品 か ら の 引 用 は こ の 版 に よ り、
ペ ー ジ数 の み を記 す。
4)StandardDictionaryofFolklore,Mythology,andLegend(New
York:Funk&Wagnalls,1972)によ る と、 「フ ァ ミ リア」 は、 従 者 、 召 使 、
使 者 と して魔 女 や 魔 法 使 い と結 び つ い て い る動 物 や鳥 の こ とで 、 普 通 、 悪 魔 な ど
の"spirit"を体 現 して い る と考 え られ て い た。 ま た、 しば しば魔 女 や 魔 法 使 い
の ダ ブル で あ る と見 な され て いた。
5)「 黒」 の もつ 否定 的 な 意 味 合 い は、Webster'sThirdNewInternationalDic-
tionaryの定 義 か ら も読 み取 れ る。 「黒 」 は 「きわ めて 邪 悪 で 」(6a)、「不名 誉、
恥 辱 、不 信 を示 す 」(6b)もの で あ り、 「超 自然 的 存 在 、 特 に 悪 魔 の 悪 い 面 と結
び つ く」(7)の で あ る。
